
南ヶ丘小学校生徒さんとのキャッチボール 

釜ヶ崎住人の感動の返信に返信が届く 
この現場通信３４号で、三重県津市の南ヶ丘小学校から届いた手紙を紹介したことを覚えている

だろうか。 

その手紙を読んだ仲間の一人が、みんなに成り代わり、返事を出してくれたようだ。 

担任の先生から、夏休みに入って手紙を貰ったので、全員というわけにはいかなかったが、とりあ

えず返事をださねばと、登校日に集まった子どもたちに読んでもらい、返事を書いたものを送りま

す、という手紙と共に、２０人の子どもの手紙が送られてきた。 

左上が仲間のだした手紙（コピーを先生に送ってもらった）。その下は、今回届いた生徒たちの手

紙の一つ。 

津市南ヶ丘小学校６年４組の皆さんへ 

謹啓? 感動しました。今、僕はホームレスをやっております。でも、皆さんがホームレスなどという

言葉を知っているなど、とても考えられませんでした。 

 なぜか知りませんが、唯、お金がないだけでホームレスといわれ、軽蔑され、同じ人間なのに、ど

うしてこんなに軽蔑されるのでしょうか。 

 でも、あなたたち６年４組の皆さんのお手紙を知り、非常に勇気がわいてきました。皆さんも頑張

ってください。いつか会える日があったらいいですね。 

釜ヶ崎住人                         敬具 

釜ヶ崎住人様へ 

お手紙ありがとうございました。お金がないだけで軽べつする人はいけないと思います。私たちの

手紙で勇気がわいてくる人がいてうれしいです。これからも共にがんばりましょう。 

南ヶ丘小学校 Ｏ･Ｉ 

なかなか妙な形ながら、文通というものが始まりそうな気配ではあります。 



そんなことなら、ワシも一筆啓上したいという仲間がいれば、釜ヶ崎支援機構事務所に言ってくださ

い。紙･ボールペンを貸します。そして、まとめて出すことにします。      

できれば、２１日（土曜日）までに、野宿生活の様々なこと、子どもたち知って欲しいこと、伝えたいこ

となどなど、なんでも、書いてもってきてください。 

ちなみに、南ヶ丘小学校は、津市でも海岸に近い垂水にあるようです。 

夜間宿所・輪番就労 
結核検診の日 

９月２６日（木）午後５時より 

今年も、夜間宿所や清掃事務所前に結核検診車がきて、結核検診がおこなわれます。 

夜間宿所や大テント利用者、輪番就労している人が対象です。 

特別清掃事務所生まれのワンちゃんの運命
は！ 

子犬はパルボウイルスに感染していた 

 

 特掃事務所の物置の下で生れた子犬を知っていることと思う。あの子犬たちは、一匹もいなくなっ

た。どこかへそれぞれ貰われていって、落ち着いた生活をしているということであれば、それはそれ

なりの決着がついたと言うことなのだが、そうはならなかった。 

 一匹の子犬が、西成保健センターの紹介で飼い主を探してもらうために貰われていった。保健セ

ンターで念のために、子犬の健康診断をしたところ、「パルボウイルス」が発見された。そのため、

他の子犬も含めて紹介することができない、という結果となった。 



 「バルボウイルス感染症」というのは、別名を「犬コロリ病」・「伝染性出血性腸炎」とも呼ばれるも

ので、子犬の場合は、発病して１～２日で９０％が死亡し、成犬でも２５％が死亡すると言われてい

る。パルボウイルスは非常に丈夫なウイルスで、体外でも１年くらいは生きると言われており、普通

の消毒薬では効果がない。煮沸消毒か塩素系ハイターを３０倍に薄めて使うと効果がある。このウ

イルスに効果のある薬は発見されていないそうだ。 

子犬は、親譲りの免疫を持っているが、一ヶ月から１８週間の間になくなる。そのため、免疫をつくる

予防注射が必要となる。 予防注射は生後６週目から、３週間ごとに１８週目まで繰り返し接種する

と効果が高いと言われている。その後、毎年一回、追加接種をする。免疫の量が充分なら、ウイル

スが侵入しても発症はしないそうだ。 

 嘔吐と下痢が症状。３～４日、生存できると一週間程度で良くなる。しかし、他の犬に移らないよう

に隔離が必要。 

 犬を飼うにも、責任が伴う、ということでした。 

近くに女性で野宿している人がいたら、 

女性用のケアセンターを教えてあげて下さい。 

 生活ケアセンターが、８月からオープン。 

緊急一時的に援護を必要とする女性（野宿生活者・ＤＶ等）や同伴児が、２週間を
限度として利用できます。（定員２０名） 

相談窓口は、各区の福祉事務所、巡回相談員、その他実施機関（警察・クレオ大
阪等）となっています。 

２週間は短いですが、その間にゆっくりと次の相談ができるのが利点ということだ
と思います。 

【ドメスティック ・バイオレンス（Domestic Violence）】＝「配偶者や恋人など親密な関係にある（あった）
者に対して身体的・性的・心理的攻撃を含む暴力を繰り返しふるうこと」（＝米国での一般的な定義）で、１）
身体的暴力 （殴る、蹴るなど） ２）精神的暴力 （脅す、ののしる、卑下する、無視するなど）３）経済的暴
力 （生活費を入れない・借金を重ねるなど） ４）社会的暴力 （手紙・電話の監視、行動の監視・制限、親兄
弟・友人との付き合いを禁じるなど） ５）性的暴力 （強要、暴力的、避妊に非協力、浮気など）などに分けら
れています。（富山にある「なづな＝女綱」のホームページから引用）  

  


